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別添１　新たな評価調査手法の試み

（1）プロジェクト・サイクル・マネージメント（ＰＣＭ）手法の採用

ＪＩＣＡでは、1994年からプロジェクトの運営管理手法としてＰＣＭ手法を導入し、現在で

は、新たに開始するすべてのプロジェクト方式技術協力事業の計画段階で、ＰＣＭ手法を適用

することが進められている。また、プロジェクト方式技術協力事業の評価調査においては、

ＰＣＭ手法によって作成したプロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）をもとに、評価

５項目を用いて分析を行う手法を取っている。

本案件である「オマーン漁業訓練計画」（1993.5～ 1998.5）の計画段階では、担当事業部におい

てＰＣＭ手法の導入が過渡的状況にあったためＰＣＭ手法が採用されておらず、今回の終了時

評価調査にあたり、初めて試験的にＰＣＭ手法が採用された。

なお、1）同手法による終了時評価調査への理解を促進すること、2）残りの協力期間において、

より効率的・効果的なプロジェクト運営管理を行うこと、の２点を目的として、現地調査初日

に評価分析の担当者から専門家へＰＣＭ手法、及びＰＤＭと評価５項目についての解説が行わ

れた。オマーン側については、終了時評価調査時点でＰＣＭ手法を紹介することにより不必要

な誤解・混乱を招くおそれがあったため、海洋科学水産センター（ＭＳＦＣ）所長、及び次長に

のみＪＩＣＡが本プロジェクト開始後ＰＣＭ手法を導入し、本調査では同手法を分析的な観点

から取り入れることを説明して、評価手法については同意は得たものの、評価結果については、

日オ両国の合意という形は取られていない。

これらのことから、本評価手法に係る評価結果については、本報告書の本文には入れず、参

考資料として扱うこととした。

（2）プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）と評価５項目

上記のような背景により、終了時評価調査開始時に公式なＰＤＭは存在しなかった。そのた

め同調査の事前準備として、過去の報告書類、及び同プロジェクト国内分科会での確認事項を

もとにＰＤＭ（案）を和文・英文で作成した。このＰＤＭ（案）は、現地における専門家、Ｃ／Ｐ

からの聞き取り、及び調査団員間の再検討により若干の修正が加えられた。また、このＰＤＭ

をもとに、評価５項目である効率性（Efficiency）、目標達成度（Effectiveness）、効果（Impact）、

計画の妥当性（Relevance）、自立発展性（Sustainability）の観点から調査を行った。ＰＤＭ（プ

ロジェクトの要約）と評価５項目の関係は添付資料を参照されたい。
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（3）Ｃ／Ｐによる技術移転セミナー参加者への質問票

プロジェクト目標の達成度を図る一つの指標として、Ｃ／Ｐによる技術移転セミナー（啓蒙活

動）参加者への質問票を作成し、現地にてＣ／Ｐの協力により英語からアラビア語に翻訳され

た。この質問票の回答者には地元の漁民等も想定していたため、なるべく簡便な内容とした。質

問票への回答は、漁労分野で最も多くのセミナーを開催しているクリヤットの漁港（マスカット

から車で約２時間）に漁労分野の専門家、同分野のＣ／Ｐとともに出かけ、あらかじめ公共施設

に集まってもらったセミナー参加者に依頼した。記入に関するインストラクション（アラビア

語）、漁民からの回答の英語への翻訳においてはいずれもＣ／Ｐの協力を得た。なお、漁労分野

ではもう１箇所（シーブ）でセミナーを開いているが、時間的制約のため当地は訪問できなかっ

た。なお、ＦＡＸ等の通信を介してのアンケート調査は、現地の事情により不可能であった。

機関分野はセミナー開催時に独自にアンケートを取っており、かつ、セミナー参加者への通

信でのやりとりは難しい状況にあったため、プロジェクトで独自に行ったアンケートを参考に

した。

水産加工／品質管理分野は終了時評価調査後にセミナー開催を控えているが、過去のセミ

ナー開催の実績はなかった。

なお、漁労分野のＣ／Ｐにおいては、セミナー対象者である漁民へのアンケートを翻訳し、漁

民からセミナーへのコメントを得たことが一つの刺激になったようである。同Ｃ／Ｐは、「今後

のセミナーにおいて独自にアンケートをアラビア語・英語で準備し、回答を集計してセミナー

の改善に役立てるつもりである」と語っている。

（4）文献調査

終了時評価調査の基礎資料として、過去に作成されたプロジェクトの報告書、プロジェクト

の活動実績表、専門家によるセミナー（啓蒙活動）記録等を参考にした。

（5）５項目評価結果表

上記調査によるすべての情報を総合して分析を加えた結果を５項目評価結果表に取りまとめ

た。
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添付書類

１．Project Design Matrix（ＰＤＭ）日本語版

２．Project Design Matrix（ＰＤＭ）英語版

３．プロジェクトの要約と評価５項目の関連図

４．計画達成度

５．５項目評価結果

６．プロジェクトの展望、及び教訓・提言

７．Questionnaire for The Final Evaluation Study: The Fishery Training Development

Project

８．Questionnaire on Seminars by The Fishery Training Development Project（ＦＴＤＰ）

（英語版）

９．Questionnaire on Seminars by The Fishery Training Development Project（ＦＴＤＰ）

（アラビア語版）

10．活動実績表（プロジェクトチーム作成）

11．啓蒙活動（セミナー）報告書（部分）：機関分野第１回（プロジェクトチーム作成）

12．啓蒙活動（セミナー）報告書（部分）：機関分野第２回（プロジェクトチーム作成）
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